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ISO20400認証の取得により、
透明性と説明責任を強化し、
持続可能な食材調達の実践を
促進します。

持続可能な調達の国際規格「ISO20400」を取得

そもそも「ISO20400」は必要なのか？
ブランド価値の向上という
すかいらーくグループに与えるメリットは
大きいと考えます。

ISO20400は、持続可能な調達に関する国際標準であり、
調達プロセスを持続可能性の観点から評価し、改善するため
のガイドラインです。すかいらーくグループがこのガイドラ
インに準拠することで、社会的・環境的影響を最小限に抑え
つつ、効率的で倫理的な調達に積極的に取り組んでいる企業
であることをアピールできます。具体的なメリットとして
は、マーケット競争力の向上、リスク管理の強化、コスト削
減と効率改善、企業イメージとブランド価値の向上があげら
れます。
私たちが2017年に制定されたISO20400認証の取得を考
えたのは3年前です。ただ当時は、「手引書」を見ても具体的に
何をすれば良いのか分からず、参考にする前例もない状況で
した。当時はコロナ禍で海外に出られなかったため、購買部門
における取り扱い品4,600品目、お取引先約300社の中から、
すべて国内で完結できる水産物「フカヒレ調達」に限定して
トライしました。事前準備から半年ほどの期間で認証取得で
きたこともあり、すべての食材カテゴリーに対して1年の準
備期間を経て、昨年認証を取得できました。

現在は、食材調達がグローバル化した結果、QCD（品質・コ
スト・納期）という経済的側面を重視するあまり、不都合（低
賃金、労働災害、人権軽視）な弊害が生じてしまう恐れは否め
ません。また、しわ寄せが2次請け3次請けの生産者におよぶ
可能性もあります。これを無視して、資本関係のないサプラ
イヤーの問題で自社とは関係無いという考え方はもはや通用
しない時代であり、企業側の責任が厳に問われる時代なので
す。悲しいことですが、アパレル産業やIT産業におけるEMS
（電子機器受託生産）、食品産業のエビ養殖（児童労働）や遠洋
漁業（強制労働）など、様々な業種における深刻な問題です。
従来のRBA※1監査やSEDEXのSMETA監査※2は、倫理的実

践や社会的責任、労働条件に重点を置いていましたが、ISO 
20400は調達全体の持続可能性を促進するガイドラインで
す。企業はこれに従って社会や環境への影響を最小限に抑え
つつ、効果的な調達を行うことができます。具体的には、持
続可能性へのコミットメント、サプライチェーンの改善、影
響の最小化、信頼関係の構築がポイントとなります。

ISO20400では、サプライチェーンにおける人権問題を解
決するためのデューデリジェンスの実施が求められています。
企業は、サプライヤーの選定や評価において、人権に関する

リスクを詳細に評価し、適切な対策を講じる必要があります。
そのためには、私たちとサプライヤーの間で透明性と協力関
係を構築することが重要となります。そしてサプライヤーとの
コミュニケーションを通じて、人権問題や労働条件などの懸念事
項を共有し、共同で解決策を模索することが重要と考えます。
すかいらーくグループでは、CSR調達ガイドラインを制定
しており、調達方針から、お取引先の皆様とともに取り組むべ
き課題としてグループで共有してきましたが、ISO20400認
証取得により、さらに一歩踏み込んで「人権や労働慣行に対
する基本姿勢」の領域まで踏み込むこととなりました。当然、
ISO20400に対するバイヤーへの教育が今後重要であり、勉
強会や研修会を何度も開催しています。その結果「自信がつ
いた」との声も聞こえてきており、認証取得のプラスの面が
大きいと考えています。さらにお取引先の皆様の反応も良好
で、「すかいらーくグループと取引していることで、社会的な信
頼と信用力が高まった」というお話をいただいています。

すかいらーくグループのパーパス「食の未来を創造し 豊
かな生活と社会の発展に貢献する」は、サプライチェーン
マネジメントにおける理想形を示す重要な指針です。この
パーパスは、すかいらーくグループが企業活動を通じて持
続可能性を追求し、社会的責任を果たすことを示していま
す。現在、お客様のサステナブル食材への関心も高まって
おり、今後のトレンドとして認証食材への需要は高まるも
のと見ていますが、認証食材は確認の手間がありコスト高
となりかねません。しかし、社会的リスクを考慮すれば、
ISO20400認証の取得により、持続的なサステナブル食材
の調達ができるので、コストをさほど上げずに安定的な食
材調達が可能です。結果、必然的に同業他社との明確な差
別化ができ、競争優位性が高まるものと考えています。
そのために私たちは、中小企業を含むサプライヤーとの
協力関係を構築し、持続可能なビジネス実践を支援し、透
明性と説明責任を強化し、持続可能な実践を促進します。
これにより、サプライチェーン全体での従業員の人権を守
りながら、持続可能な調達の実現を目指してまいります。
「順調ですか？」これは野菜のバイヤーから生産者の方々
へのご挨拶の第一声です。作物の出来なのか、生産者の健
康なのか、はたまた天気なのか？とにかく信頼いただき、
気軽にお付き合いくださる関係性を構築できるバイヤー
の育成を重要視しています。これは、購買グループにおけ
るこれからの課題ですね。焦らずじっくり、確実に前に向
かって実現を目指します。

①マーケット競争力の向上
持続可能性を重視する顧客や取引先は、ISO20400認証を持つ
企業との取引を優先する傾向にあり、認証取得は市場での競争
力を高めることにつながる。
②リスク管理の強化
ISO20400の枠組みに基づいて調達プロセスを改善することで、
環境への負荷や社会的な影響を最小限に抑えることができるた
め、法的なリスクやイメージへの影響を軽減し、事業の持続可能
性を確保できる。
③コスト削減と効率改善
リソースの効率的な利用や廃棄物削減などの取り組みが促進さ
れることにより、調達コストの削減や効率の向上が実現可能。ま
た、持続可能性を重視することで、サプライチェーンの透明性や
信頼性が向上し、問題の早期発見や解決が容易となる。
④企業イメージとブランド価値の向上
ISO20400認証を取得することは、企業の社会的責任を示す重
要な手段であり、顧客やステークホルダーからの信頼を獲得し、
ブランド価値を高められる。

※1 RBA（Responsible Business Alliance）監査
電子機器業界のサプライチェーンにおいて、労働環境が安全であること、そして労働
者が敬意と尊厳をもって扱われること。さらに、製造プロセスが環境負荷に対して責
任を持っていることを確実にするための基準を規定したもの。
※2 SEDEXのSMETA監査
世界の大手小売・食品企業が参画し、「取引先が多種多様な監査や認証を何度も受け
る負担を軽減すること」および「グローバルなサプライチェーンにおける企業倫理の
向上」を目的として策定された監査スキームのこと。

①持続可能性へのコミットメントの強化:
企業は持続可能な調達に向けた積極的なコミットメントを示し、
社会や環境への影響を考慮することが求められています。
②サプライチェーンマネジメントの改善: 
ISO20400はサプライチェーンマネジメントの観点から調達プロ
セスを評価し、持続可能な改善を促進していくことになります。
③社会的・環境的影響の最小化:
企業は調達活動が社会や環境に与える影響を把握し、最小化す
るための取り組みを推進していきます。
④ステークホルダーとの信頼関係の構築: 
ISO20400の認証を取得することで、企業はステークホルダー
からの信頼を獲得し、ブランド価値を高めることができます。

「ISO20400」によって何が改善するのか？
ISO20400は調達全体の
持続可能性を促進するガイドラインです。

サプライチェーンマネジメントにおける
「人権問題」などの課題も解決可能か？

「人権問題」を解決するためには、
サプライヤーの間で透明性と協力関係を
構築することが重要です。

パーパス（存在意義）と
サプライチェーンマネジメントとの関係は？

サプライチェーン全体での
人権を守りながら、
持続可能な調達の実現を目指します。

▶お取引先様との関係について 詳しくは、　　 　　    をご覧ください。P53-56
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「ISO20400」認証の取得メリット 「ISO20400」取得により期待される改善効果
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